（様式１）
日本産業ストレス学会　2027年度　研究助成申請書

提出日：　　　　年　　月　　日

１．申請者情報
	氏名（ふりがな）
	

	所属機関
	

	所属部署・職名
＊大学院生は課程と学年を記載
	

	所属先住所
	

	電話番号
	

	E-mail
	

	自宅住所
	

	電話番号
	

	E-mail
	

	日本産業ストレス学会会員番号
	

	希望する連絡先
	☐ 所属先　☐ 自宅



２．応募資格確認
	申請者は、日本産業ストレス学会の会員である。
	☐
	申請者は、申請時点で1年以上の会員歴を有している。
	☐
	本申請課題について、重複申請に制限のある他の研究助成を受けていない。
	☐
	申請者または共同研究者の中に、第一著者として受理済みの査読付き原著論文を1編以上有する者がいる。
	☐
	第一著者として受理済みの査読付き原著論文を1編以上有する者を研究責任者としている。
	☐
	研究開始前に、任意の機関から倫理審査を受ける準備がある。
	☐


３．研究組織（研究責任者および共同研究者）
	研究責任者

	氏名（ふりがな）
	

	所属機関
	

	所属部署・職名
	

	申請者との関係
	☐申請者本人　☐共同研究者

	第一著者として受理済みの査読付き原著論文の有無
	☐ あり　☐ なし

	文献情報（ありの場合、任意の１編の情報を記載）
	

	共同研究者（２名以上の場合は記入欄を追加して下さい）

	氏名（ふりがな）
	

	所属機関
	

	所属部署・職名
	

	申請者との関係
	☐申請者本人　☐共同研究者

	第一著者として受理済みの査読付き原著論文の有無
	☐ あり　☐ なし

	文献情報（ありの場合、任意の１編の情報を記載）
	



４．研究課題の概要
	研究課題名
	

	キーワード（５つ程度）
	

	研究期間
	2027年４月１日～2029年３月３１日

	申請金額
	円

	研究課題の分類（複数選択可）
	☐ 最新の産業ストレスの課題を反映した研究
☐ 産業ストレスの研究への貢献が期待される研究
☐ 産業ストレスの実践への貢献が期待される研究
☐ 基礎的研究
☐ 萌芽的研究

	上記に該当すると考える理由
	


※研究期間は原則として助成開始から2年間とする。
※申請金額は1件につき研究期間全体で50万円を上限とする。

５．研究目的
	本研究の背景、問題意識、研究目的、学術的・実践的意義について、1200字以内で記入してください。







６．研究計画
	本研究の研究デザイン、対象、方法、調査・測定項目、解析方法、実施手順等について、2000字以内で具体的に記入してください。







７．期待される成果
	本研究により期待される成果、産業ストレスの研究・実践への貢献、今後の発展可能性について、800字以内で記入してください。





８．研究実施スケジュール
	１年目
	【1Q（４～６月）】
・
・
【2Q（７～９月）】
・
・
【3Q（10～12月）】
・
・
【4Q（１～３月）】
・
・

	２年目
	【1Q（４～６月）】
・
・
【2Q（７～９月）】
・
・
【3Q（10～12月）】
・
・
【4Q（１～３月）】
・
・



９．倫理審査実施状況
	本研究課題の倫理審査要否
	☐ 必要　☐ 不要

	申請時点の状況
	☐ 審査前　☐ 審査中　☐ 承認済

	申請予定または申請済みの倫理審査機関名称
	

	倫理審査番号（承認済の場合）
	



１０．助成金使用計画
	経費区分
	摘要
	金額

	旅費
	・
・
・
	円
円
円
小計　円

	謝金
	・
・
・
	円
円
円
小計　円

	消耗品費
	・
・
・
	円
円
円
小計　円

	その他
	・
・
・
	円
円
円
小計　円

	
	
	総計　円


※助成金の使途は、研究活動に必要な旅費・交通費、謝金、消耗品費、通信運搬費、印刷製本費、図書費等とする。
※人件費、所属機関で常備すべき物品、当該申請課題の研究遂行以外での利用や転用を目的とした物品、当該申請課題の研究遂行に関連しない物品または経費への使用は認めない。



１１．誓約事項
私は、本申請書の記載内容が事実に相違ないことを誓約します。また、採択された場合には、日本産業ストレス学会研究助成実施要綱および研究推進委員会の指示に従い、適切に研究を実施し、助成金を使用します。

申請者氏名：　　　　　　　　　　　　　　印または署名


【提出時のお願い】
「１．申請者情報」～「１０．助成金使用計画」はWORDファイルを直接PDFに変換したものをご提出ください。「１１．誓約事項」の部分は独立したページとして、自署または押印の上、スキャン等によりPDF化したものをご提出ください。
